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研究成果の概要（和文）：文化の構造は、人から人へと世代を超えて伝えられる。伝わってくる

文化に対してどのような態度を取るかは、それぞれの世代の自覚的な責任において決定される。

しかしながら、文化が人間に与える心情的効果は決して一義的ではないがゆえに、文化は人を

迷わせ苦しめる。本研究では、この苦悩が、言語活動の実践に内在する決定不能性や多義性と

いう構造的な要因に由来するという作業仮説を立て、精神病理、民俗、芸術の各分野を調査し

た。その結果、この不可避な決定不能性を受容しかつ変容させるために、特異的な精神の諸活

動が機能していることを把捉することができた。 

研究成果の概要（英文）：Cultural structure is transmitted from generation to generation 

through personal contacts.  It is up to each generation to be more or less aware of the 

responsibility for this transmission.  The emotional effect of this transmission, however, is 

not univocal, and leads people astray and gives them sufferings.  In this research, we 

made a hypothesis that these sufferings stem from the structural incompleteness that is 

inherent to language practice.  Then we investigated into psychopathological, ethnological 

and artistic fields for this factor, and, as a result, grasped specific forms of psychical 

activity functioning in order to accept and transform this unavoidable incompleteness. 
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１．研究開始当初の背景  

 

(1) 日本における伝承の危機が叫ばれて久し
いが、近年ではそれは狭い意味での文化
の継承の問題だけではなく、里山など生
存環境の継承の危機としても強く意識さ
れるようになった。この危機意識と、新
しい時代に即応せねばならぬという必要
性との間で、現代社会は葛藤している。 

(2) 精神分析的経験の中では、親の意志の継
承という問題は、激しい情動的葛藤の源
泉となり、神経症を引き起こす。近年で
は親の意志それ自体が多義的であり、文
化の時代的変遷の中で揺れ動いている。
したがって神経症の原因となる親子の意
志の情動的葛藤は文化危機の状況と結合
している。 

(3) 言語実践の伝達は、意味がそのままに受
け取られるか拒否されるかという形では
進まず、むしろ構造的な非決定性と多義
性をどのように変容させていくかという
ことを指標にして進められていく。その
点に鑑みると、上記の社会的かつ情動的
な葛藤の解決の試みが、文化の諸領域に
おける業績として残され、その解決の困
難は神経症の症状の意味として残されて
いることが見出されるという見通しが立
てられる。 

 

２．研究の目的 

 

(1) 文化の諸領域において、伝達に際しての
多義性をめぐる葛藤を見出し、その止揚
の形式の内部から、自己治癒的側面を導
き出すこと。 

(2) 神経症的苦悩の裡に無意識的に孕まれる
通世代的伝達の困難の所在を、精神分析
的観点から明らかにし、翻って通世代的
伝達の本質的な両義性の構造を、諸領域
の文化的達成の分析を通じて捉え返すこ
と。 

 

３．研究の方法 

 
(1) 言語活動の実践の幾つかの領域と、通世

代的伝達の多義性の幾つかの表現型を
指標として立てる。言語活動の実践の領
域としては、日本における民俗、文学、
神経症症状に狙いを絞る。伝達の多義性
の表現型としては、語らいと文字の間の
相克や相補関係を軸とし、その派生的表
現としての、内と外、愛と憎などの両面
的な構造に着目する。 

(2) 民俗の領域においては、日本が外来文化

の到来に晒された時期に、日本的秩序と
生産を精神的に支えた民俗活動に着目
し、その活動を記録し考察した折口信夫
の業績を取り上げる。折口は民俗の活動
を言語活動の実践の有りようという点
から考えたフィールドワーカーにして
理論家であった。 

(3) 文学の領域においては、精神分析という
語らいの方法が、文学という文字の実践
においてどのように日本で受け容れら
れたかを調べる。語るということは精神
に変容をもたらす。通世代的な伝達とし
ての語りが存在するということを精神
分析という方法論が拾い上げたが、その
ことを文学者が日本で文字を介した通
世代的言語活動としてどう概念化した
かを調査する。視点として、精神分析家
ジャック・ラカンが、日本の文字を参照
しつつ提出した「リチュラテール」とい
う概念を活用する。この概念は、「知る」
という精神活動と「存在を楽しむ」とい
う全体的活動との間には、陸と海の間に
ある砂浜のような間隙があるというこ
とを指摘するものである。文学における
語りと文字との間の非両立性と一体性
の矛盾した両面を、この概念を梃子にし
て明確化する。 

(4) 神経症症状の領域においては、高名なエ
ディプスコンプレクスの概念が、すでに
愛と憎の両価性を構成要素の一つとして
いることに着目する。このコンプレクス
は一つ上の世代との欲動の関係のあり方
の範例として作られている。したがって
神経症の症状は、一個人が上の世代との
関係を辛うじて保つという意味を有する。
このエディプスコンプレクスは、それ自
身として通世代的に伝達されていくもの
である。非常に古い時代から、各文化を
横断しつつ、このコンプレクスの構造が
どのように形を変えながら受け継がれて
いったかを調査する。 

 
４．研究成果 
 
(1) 上記の各領域において、非決定性や多義

性の標識となるものを探査し、具体的に
捉え、定式化した。 

(2) 日本の民俗において伝えられているも
のについて、折口が着目したように、祭
の論理構造を取り上げた。愛知県の山間
部（奥三河）に残された花祭りへと、採
訪旅行を行い、その記録を参照しながら、
折口の著作を読み返し、その理論の再検
討を行った。その結果、次の重要な２点



 

 

が取り出された。まず、祭の起動力とし
て、「内と外」という構造的対立がある。
「伝承」は一見すると、一貫して「内」
において「内」を守るために行われるべ
きものであるかのように見えるが、実は
必然的に「外」との関係を保つことに腐
心しているのである。祭では、折口の言
うまれびとの概念が形象化されている。
当該の祭では、「鬼」の巨大な存在感の
中にこの関係が認められた。この「内と
外」の対立の中には伝承が有する多義性
の標識が明らかに認められる。そして次
に、このような外との関係を演じ、形象
化するに当たって、言語という概念の本
質的な重要性が現れることが指摘でき
る。すなわち、祭は、構造的な「内と外」
の対立の中で、「みこと」という特異な
境位を有する言語的要素が、受け渡され
るという実践なのである。祭はこのよう
に、構造的反立の中での言語的運動なの
である。こう考えることにより、なにゆ
えに折口が、民俗の研究において突き止
められる重要なものに「言語伝承」とい
う名を与えていたかが明らかになった。
しばしば誤解されがちなように、それは
語源学的な思弁的理論なのではなく、一
つのきわめて具体的な実践活動の構造
を表す用語なのである。そこには文字の
みならず声がこの構造の保存に関与し
ている。このことに関連して、中世の歴
史的文書に関する講演を酒井紀美氏に
依頼し、古文書の内でもまた、声という
位相をできるだけそのままに保存しよ
うとする意志が働いていることを確認
できた。 

(3) 文学においては、精神分析における人間
の自己認識を日本文学がどのように取
り入れたかを歴史的に調査した。精神分
析における「内面を語り出す」という言
語実践の形は、治療学的にはまずは「原
因を語り出す」という意味で捉えられる。
しかしながら、この「原因を語り出す」
ことは、「過去にこうであったから現在
がこうである」という、存在についての
因果論的認識そのものである。したがっ
てここには人間の行為に、さらには人間
が存在しているということそのものに
原因はあるのかという自己意識の問い
がある。すなわち文学は、書かれたもの
という「結果」において、書いている自
己という「原因」の存在を肯定し確認す
ることができるかどうかという挑戦で
ある。この挑戦の中で、書かれたものの
中に「声」がそれとして記録されている
ときは、それは書いている主体を特に指
し示すものとしての意味を持ちうる。文
学として書かれたものは虚構であるが、

書いている主体は現実である。両者の間
の反立的二重性は、伝承されるべき文化
の多義性の標識の一つと考えられる。こ
の二重性をかえって活力として生かす
のが文学であるとしても、その生かし方
を見出すまでには困難な道程がある。そ
こに精神分析の語りの発想を適用する
かどうかは、文学者の興味の対象になり
うる。このたびの調査では、２点におい
てこの問題への文学者の態度決定が分
かれた。一つは自己を性的産物であると
考えるか、逆にアプリオリに存在してい
るものと措定するかという反立である。
精神分析によるヒステリーの病因論に
おいてはこの反立が患者の苦悩として
捉えられているが、鴎外は性的原因を否
定する一方で性的な実験小説を書き、佐
藤春夫はむしろ性的病因説を小説の中
で積極的に試している。第二には、文学
は自己をありのままに書くべきかそう
ではないのかという反立的問題がある。
いわゆる自然主義では前者の立場が擁
護される。漱石門下で後に精神医学者と
なった中村古峡は、弟の精神病を自然主
義的に描写し、そして弟の「声」を作中
に保存するような形式を持った作品で
成功を収めながらも、文学者としては挫
折した。しかし三島由紀夫は、文学者と
して成功しながらも言葉の虚構性に身
を固めてそれに殉じる道を選んでいる。
文学という「書かれたもの」の中で、作
家の存在という「書いているもの」を捉
えて確立することは極めて困難である
と言える。ラカンが「リチュラテール」
で示したように、「書く主体」は、文学
における「知」と「享楽」の間で、砂浜
の文字のように現前するにすぎないと
いう反立的な多義性に、規定されている。
文学者の陥る主体性の困難は、この規定
に由来するものである。 

(4) 神経症の症状という領域においては、通
世代的伝達における多義性の標識は、
「象徴」という姿をとって極めて先鋭的
に現れる。ちょうど夢において「象徴」
が現れたときに、夢を見た人がその「意
味」が理解できないのと同じように、「症
状」が現れたときに患者はその「意味」
を理解できない。症状も、象徴の一つの
形であって、同じように、「世界におい
て広く知られているにもかかわらず、そ
れが個人を襲ったときには、個人はその
意味を知ることができない」という両面
的な性質を持っているのである。そして
「象徴」は、それぞれの文化の重みを担
い、世代的に受け継がれ、習俗のうちで
頻々と活用されているものである点か
ら、夢においても症状においても、人は



 

 

象徴による通世代的伝承を無意識のう
ちに行っていると捉えることが可能で
ある。このことから考えると、夢におい
てきわめてしばしば死者が蘇ることが
よく理解できる。症状もまた、精神分析
においてしばしば見いだされるように、
死んだもの、あるいは幻想のなかで死ん
で行ったものと主体との間の関係から、
作り出されるのである。ここには、生と
死という反立を多義性によって扱う想
像界の特徴と、知っている状態と知らな
い状態の両方を個人において成り立た
せる象徴の反立的特質とが表現されて
いる。精神療法においては、この象徴を
どのように作動させるかということが
治療の方向性を決めるのである。象徴の
作動の領域は、死者と生者をともに包含
している。人々は象徴を用いて、死者と
の交流を行うための様々な様式を確立
してきたのである。エディプスコンプレ
クスは、この際に個別に人々の心的生活
と広い象徴作用との相互関係を作る働
きをしてきた。経典を含む古い文献から
歴史的に確認できるように、エディプス
コンプレクスは、必ずしも解決されて消
えるというわけではなく、症状と象徴と
の間の媒介として機能しながら、形を変
えていろいろな物語の中で受け継がれ
てきているのである。 
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